
【 学校教育目標  夢に向かって かがやく子ども 】 

 

        校訓 

          「尚志」 

          「知新」 

                 第３０号 

         令和５年１１月１７日 

沖縄・渡名喜
と な き

小学校との交流学習 

 １５日（水）と１６日（木）、沖縄県の渡名喜村にある渡名喜小学校から５年生５名、６年生２名、合

わせて７名の児童と、教育長さんや先生方の６名が来校し、交流学習が実施されました。渡名喜村は、

渡名喜島と入砂島の二島からなり、景観がきれいで、砂浜にはヤシガニもいるそうです。一番の驚きは、

６月に水上運動会が実施されることです。泳いだり綱引きをしたりするそうです。 

 さて、１５日、渡名喜小の児童が玄関から入ってくると、去年交流した６年生が駆け寄って再会を喜

ぶ一コマがありました。５年生と６年生は、自己紹介をした後、一緒に授業をしたりなべっこをしたり

しました。授業では、渡名喜小の児童が渡名喜村のことを紹介してくれて、高梨小の子どもが沖縄のこ

とを学ぶことができました。また、なべっこでは、柵磨呂グループを生かした５･６年混合の班に渡名喜

小の児童も交じり、おいしいいものこ汁を作りました。前日までの雨がやんで好天になったため、外で

火を炊いて調理をすることができました。また、体育館でいものこ汁をいただきました。他の班の味を

楽しむ子どももいて、ほとんどの班が完食していました。 

 １６日には、４年生との交流学習もありました。渡名喜小の５･６年生から、渡名喜村のことを教えて

もらいました。また、沖縄の方言もクイズ形式で教えてもらいました。子どもたちは直感で答えるしか

ありませんでしたが、当たって喜んでいる姿も見られました。 

 最後の６校時、５年生と６年生のそれぞれの学級で、お別れ会が行われました。メッセージを伝えた

り、プレゼントしたり、楽しいゲームをしたりして、最後の授業を終えました。渡名喜小の子どもたち

にとって、この２日間の交流が心に残っていることを願っています。それとともに、高梨小の子どもた

ちにとっても、渡名喜小の子どもたちのよさや沖縄のよさを感じ取り、自分の成長の糧にすることを期

待しています。 

（スナップ写真を裏面に載せます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「第７３回社会を明るくする運動」作文コンテスト 

   優秀賞 ５年 上野 ○○ 

   参加賞 ６年 篠村 ○○   佐々木 ○○   柴田 ○○   大西 ○○ 

○令和５年度秋田県小学生人権標語コンテスト 

   優秀賞 ６年 高橋 ○○   ５年 齊藤 ○○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


